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トマトの根を冷やすと、果実の甘さも旨味も増加します。 

   

【概要】水耕栽培トマトの第一花房開花開始後に、根域が 12℃前後となるように養液を冷却す

ると、根域温度が 20℃の場合と比べて果実の糖度が高くなります。その効果は冬作で特に顕著

です。 

【詳細】：ビニルハウス内で、トマトを薄膜水耕法（NFT）で栽培して，第一花房開花後に冷却

槽で 12℃に冷却した養液を発泡スチロールで断熱した NFT ベッドへ循環させます（図と写真）。

根域冷却では葉面積の著しい減少が特徴です（写真）。葉と根の重量も減少します。果実重量お

よび株当りの果実収量は、生重量では根域冷却によりやや減少します。しかし乾重量は増加し

ます。果実数の減少は株当り 10％以下です。成熟果実の糖度は特に冬作で著しく増加します。

しかし酸度はほとんど増加しません。 
 
 

 

 
冷たい地下水や湧き水の出る場所なら、あまりコストをかけずに、甘くておいしいトマトを

生産することができます。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 

NFT ベッド  １２℃ ２０℃ 


